
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究タタイイトトルル：：  

医療分野の課題に対する工学的アプローチ 

 

氏氏名名：：      森 隆裕 ／ MORI Takahiro EE--mmaaiill：：  t-mori@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  准教授 学学位位：：  博士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本臨床バイオメカニクス学会，日本機械学会 

キキーーワワーードド：：  バイオメカニクス，材料力学，画像計測 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・軟質材料の力学的特性評価 

・画像解析 

・ディープラーニングを用いた画像解析や三次元モデルの構築 

 

 
研研究究内内容容：：  医医療療分分野野のの課課題題にに対対すするる工工学学的的アアププロローーチチ  

  

＜＜AAII をを用用いいたた医医療療画画像像にに対対すするる自自動動診診断断シシスステテムムのの開開発発＞＞  

  医師の遠隔診断や急患等での専門外の分野における高精度な診断を可能にすることを目的に， 

ディープラーニング技術等を用いた医療画像に対する自動診断システムの開発を検討しています． 

  

＜＜変変形形性性膝膝関関節節症症にに対対すするる骨骨のの三三次次元元評評価価＞＞  

 変形性関節症（OA）の発症メカニズム解明のため，OA 発症・進行に伴う下肢のアライメントや骨形態の変化を，単純

X 線画像，CT および MRI などから二次元および三次元評価を行っています． 

  

＜＜低低イインンピピーーダダンンスス材材料料にに対対すするる高高ひひずずみみ速速度度領領域域下下ににおおけけるる力力学学的的特特性性評評価価＞＞  

 生体軟組織の力学的特性を評価するために，ホプキンソン棒法衝撃試験を適用し，関節軟骨の高ひずみ速度領域下

における力学的特性を評価しました．この手法を応用して，その他の材料の力学的特性を検討します． 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図 1 自動診断システム      図 2 骨の三次元アライメント評価    図 3 ホプキンソン棒衝撃試験法の概略図 

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

所所属属：： 鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 情報コース 

－ 53 －

情
報
コ
ー
ス


